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学習課題（小学校４年生） 

 

【国語】計画を立てて少しずつ取り組んでいきましょう。 

＜学習内容＞ 

◆「一つの花」(教科書 67 ページ～80 ページ)に取り組みます。前回は、

「一つだけ」という言葉を中心にくわしく読んできました。 
 

(1) 最初に読んだときと、あなたの考えはかわりましたか。次のよう 

なことに対してノートや取組シートに感想を書きましょう。 
 

   ・登場人物の行動や会話 

   ・題名から受ける印象 
 

【1】最初に読んだときに感じた 

こと、ぎもんに思ったこと 
 

【2】くわしく読んで感じたこと 

      その理由 
 

【3】自分の考え 

 

 

◆「つなぎ言葉のはたらきを知ろう」（教科書 81ページ～83 ページ）に取

り組みます。 
 

(1) 次の しかく には、「だから」「しかし」のどちらが入りますか。 

ノートや取組シートに書きましょう。 
 

     ①雨がふりそうだ。だ から、かさを持っていく。 

     ②雨がふりそうだ。し かし、かさを持っていかない。 

 
(2) また、なぜその言葉を選んだのか考えて、理由をノートや取組シー

トに書きましょう。 

【例】①に「   」を入れた理由は、    からです。 

 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
・「一つの花」で感想を書く学習をする際には、「最初に読んだ時はどうだったかな？」とこ

れまでの学習を振り返ります。最初に感じたことと詳しく読んで感じたことを比較するこ

とで、この学習を通して考えが深まったことを実感することができます。 

 

 【書
き
方
の
例
】 

最
初
は
、
ゆ
み
子
を
わ
が
ま

ま
だ
け
ど
、
か
わ
い
そ
う
な
子

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
―
。
ま
た
、
ど
う
し
て
お
父

さ
ん
が
一
つ
の
花
を
渡
し
た
の

か
が
ぎ
も
ん
で
し
た
。 

 
 

  

し
か
し
、
戦
争
中
と
戦
争
後

の
場
面
を
く
ら
べ
た
と
き
、
―
。 

  
 

 

私
は
、
今
西
さ
ん
は
、「
一
つ

の
花
」
に
、
―
と
い
う
思
い
を
こ

め
て
い
た
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。 

【1】 【2】 【3】 
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【社会】 

 

 

 

＜学習内容＞「ごみのゆくえ」「もやした後のくふう」 
 

◆教科書84～89ページや地
ち

図
ず

帳
ちょう

、持っている資料
しりょう

などをもとに、ごみのゆく

えについて調べ、取組シートやノートに取り組もう。 

 

(1) せいそう工場では、ごみをどのようにもやしているのかな。下のア

～エを順番にならびかえよう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) せいそう工場では、すべて機
き

械
かい

を使ってごみをしょりしています。人

ではなく、機械を使うことのよさは何かな。 

 

 

(3) ごみをもやした後のことについて、下の（  ）に言葉を入れよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
・燃やせるごみの処理の仕方について学びます。清掃工場では、ごみを燃やして量を

減らすだけではなく、その際に出る熱を利用したり灰を再利用したりして環境面に

目を向けるとよいです。 

 

 
ことば（教科書 P8７)  

 

ア ごみをもやす。 
 

イ ごみピットにごみを入れる。 
 

ウ しゅう集車ごとにごみの重さをはかる。 

エ もやしたはいの一部を再
さい

利
り

用
よう

する。 

 

順番どおりにならべよう。 
 

□ □ □ □ 

 

 

→ → →  

 

 

・せいそう工場で出たはいは、しょぶん場にうめられます。はいの 

一部はエコスラグとなって、（     ）の材
ざい

料
りょう

としても利
り

用
よう

さ

れます。 

・ごみをもやしたときに出る（     ）を利用した大
だい

浴
よく

場
じょう

や 

（     ）などのしせつもあります。 

 
ことば（教科書 P89)  
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【算数】 

「※」は学習するときのヒントです。 

＜学習内容＞ 

◆「角」（教科書 67 ページ〜68 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 分度器を使って、３５°の角をかきます。教科

書６７ページを参考に、四角の中に言葉や数を

書き入れましょう。 

１８０°より大きい角度は、どうやってかけばいいのかな？ 

 
 
 
 
分度器と三角定規

セットを用意しよ
う。 

分度器
ぶ ん ど き

 三角定規
じょうぎ

 

あれ？ 分度器は１８０°までしかないよ。 

①辺      をかく。 

(2) 分度器を使って、２４０°の角をかきましょう。 

分度器を使って、いろいろな角をかきます。 

 

１８０°より大きい角度をはかったときのように、
工夫すればかけるかな。 

ア イ 

ア イ 

ア 
イ 

・ 
ウ 

②分度器の     を点アに合わ

せて、     °の線を辺アイ

に重ねる。 

③     °を表すめもりのとこ

ろに、点ウをうつ。 

④点アと点ウを通る     をか

く。 

ウ 

・ 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.sozailab.jp/sozai/detail/31278/&psig=AOvVaw2sveZ5JHXvJxyRjaNws71X&ust=1592948007987000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLiXj4SwluoCFQAAAAAdAAAAABAJ
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2012/06/blog-post_24.html&psig=AOvVaw0RQyQSoerxpIOQ-5xIhozK&ust=1592290379580000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLDv24meg-oCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://jp.123rf.com/photo_15210653_%E5%88%86%E5%BA%A6%E5%99%A8%E3%81%AE%E3%83%99%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%AB-%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88.html&psig=AOvVaw1dbn3AqvHUuj54NYHTdTpW&ust=1592947929004000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNimtt2vluoCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http://niko-pika.net/?p%3D1910&psig=AOvVaw0MXHywGu8bOHRIqq6rUYFb&ust=1591695828411000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJi-g5f38ekCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://jp.123rf.com/photo_15210653_%E5%88%86%E5%BA%A6%E5%99%A8%E3%81%AE%E3%83%99%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%AB-%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88.html&psig=AOvVaw1dbn3AqvHUuj54NYHTdTpW&ust=1592947929004000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNimtt2vluoCFQAAAAAdAAAAABAD
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(3) 次の２つの考えをもとに、２４０°の角のかき方を、言葉や式、図

などを使って説明しましょう。 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
◆角（教科書 P67～68） 
・「180°と、あと何度」や、「360°より、何度小さい」などの見方を思い出
し、「240°も工夫すればかけるかも…」と、学びに向かおうとする姿勢を
大切にしてください。 

 
※インターネット上にある「まなびリンク『角のかき方』」で、角のかき方
を動画で観ることもできます。 
（教科書の P4 に、QR コード・HP アドレスがついています。） 

(4) 教科書 68 ページの□4 ・□5 を行い、ノートか取組シートにかきまし

ょう。 

(5) 教科書 68 ページの「直線が交わってできる角度」を読み、いろい

ろな直線をかいて角度を調べ、ノートか取組シートにかきましょ

う。 

 

「１８０°と、あと何度」で考える 「３６０°より、何度小さい」で考える 

※２４０°は、１８０°と何度を足

せばよいか考えよう。 

※３６０°より何度小さいと、 

２４０°になるかな。式に表して

みるといいよ。 

※２本の直線をいろいろな角度で交わらせて調べてみよう。気付いたこと

があれば書いておくといいよ。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2012/06/blog-post_24.html&psig=AOvVaw0RQyQSoerxpIOQ-5xIhozK&ust=1592290379580000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLDv24meg-oCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://publicdomainq.net/child-boy-advise-0016212/&psig=AOvVaw1PKNzJffU8_Zqs9LQtdpYr&ust=1591692455980000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIjs-s7q8ekCFQAAAAAdAAAAABAJ
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://blog.9gates.co.jp/%E9%80%A3%E4%BC%91%E3%81%AE%E9%81%8E%E3%81%94%E3%81%97%E6%96%B9/&psig=AOvVaw3pUpAiEmEoJ3se5fnrLmp1&ust=1593564130653000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCNiumpOnqOoCFQAAAAAdAAAAABAJ
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【理科】 

＜学習内容＞ 

◆「たしかめよう」（教科書 65ページ）を見て、「雨水の行方と地面のよう

す」の学習のまとめをしましょう。 

 

①「わかったかな・できたかな」を考えて、取組シートやノートに書き

ましょう。 

※これまでの学習を思い出そう。 

※水はどこをどのように流れたかな。 

※水たまりができやすい地面はどのようなようすだったかな。 

※□2 の問題は、右と左の実験のようすをよく見てみよう。どこがちが

うかな。 

 

②「考えよう」について、取組シートやノートに書きましょう。 

※右と左の実験のようすを見て、ちがうところを見つけよう。そして、

くらべたいものは何か考えてみよう。     

 
 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

・この学習では、これまでの学習を思い出し、雨水の流れ方や水のしみ込み方について考え

ることを大切にしています。 

・「雨水はどこに流れていったかな。」「水たまりのできないところの地面はどんな様子だっ

たかな。」などと、これまでの学習を思い出しながら考えられるように声をかけてあげて

ください。また、右と左の実験の様子で違うところはどこかな。」など、何を調べるため

の実験なのか気付けるように声をかけてあげてください。 
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【体育】 

けがをしないよう、まわりをよくたしかめて取
と

り組みましょう
く        

。道具
ど う ぐ

をつかう

ときは、かたい物
もの

やわれる物
もの

はつかわず、安全
あんぜん

におこないましょう。 

＜学習内容＞ 

※参考動画
ど う が

 
https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/shido/home_karada_.html 

◆「バランス
ば ら ん す

をとるうご  

き」にちょうせんしま  

しょう。 

 

(1) 紙
かみ

コップ
こ っ ぷ

をあたま   

の上にのせておと    

さないように歩
ある

い 

てみましょう。 

 

(2) あるく速さ
はや   

や回数
かいすう

、 

しせいなどを変
か

え 

てチャレンジして 

みましょう。 

 

(3) 紙
かみ

コップ
こ っ ぷ

を体
からだ

のい 

ろいろなばしょに 

のせてチャレンジ
ち ゃ れ ん じ

 

してみましょう。 

 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

・体つくり運動は、運動の楽しさを味わいながら、体の基本的な動きを身に付けていくこ

とを目指しています。また、自分に合った運動の行い方を工夫できるようにすることも

大切にしています。  

・失敗しても何度もチャレンジしたり、時間や距離を変えるなどの仕方をしたりする姿

を、ぜひほめていただきたいと思います。  

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/shido/home_karada_.html

